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アメリカ大統領 ＩＭＦ

【座右の銘にしたい名言】

どこにでもいる普通の人々に、機会と激励を与え、やる気をひ

き起こすことができれば、可能なことに限界はない。これは、

経営と仕事において、絶対的なことだ。  

（サム・ウォルトン/米国の事業家、世界最大の小売企業ウォルマート創業者)

ＩＭＦ（国際通貨基金）は、国際金融、並びに、為替相場の安定化を目的として設立された国

際連合の専門機関である。ＩＭＦの本部は、アメリカ合衆国の首都ワシントンＤ．Ｃ．に位置する。

２０１４年現在、ＩＭＦの加盟国は世界で１８８ヶ国あります。

ＩＭＦ（国際通貨基金）が７月に２０１６年から２０１７年の世界経済について最新の見通しを発表

しました。先進国では今年と来年の平均成長率がともに１．８％であるのに対して、新興国では

４．１％から４．６％と成長率が伸びる予想をしています。しかし、日本の数字にビックリです。日

本の成長率はなんと今年は０．３％、来年は０．１％です。

消費税１０％を先送りし、財政再建にどう対応していくのか。国債発行残

高の約７割は利回りがゼロ％を下回っており、ゼロ成長の現状を批判する

どころか、２８兆円のこれまで通りのばらまきと批判されてもおかしくない

予算について、ＮＨＫは「ＧＤＰを１．３％押し上げる見込み」と賞賛し、日

本経済新聞は「成長底上げへ」と報道しています。具体的な財政再建の方

法と同時に未来の国づくりの在り方を早く示してほしいと願います。

２０１６年１１月８日(火)、全米５０州でアメリカ大統領選挙の投開票日になります。

民主党は、ヒラリー・クリントン。１９４７年１０月２６日（６８歳）、出身地はイリノイ州でウェルズリー

大学。主な経歴は弁護士、ファーストレディー、上院議員、国務長官。

一方、共和党は、ドナルド・トランプ。１９４６年６月１４日（６９歳）、出身地はニューヨーク州でペ

ンシルベニア大学。主な経歴は、不動産開発やカジノの会社経営。政治経験はなし。

世界の各国のリーダーたちは、グローバルな時代にいろんなことに対応していかなくてはい

けない時代です。それは日本国内においても同じです。

日本では単なる右翼候補としての強いイメージでしか伝わっていないトランプですが、その主

張の全体をみてみると、なかなか問題の本質に迫っている上、米国が長年直面している難題に

正面から取り組もうとしている気迫を感じます。

アメリカの統計数字をよく見てみれば、経済が回復しても国民の所得はまったく回復していま

せん。２００４年を１００とすれば、国民の実質平均所得は９７に落ちました。多数派が形成する中

央値はなんと９５になり、さらに所得下位１０％は９２に落ちました。所得上位の５％だけが１０１に

増えました。つまり、共和党ブッシュと民主党オバマの政権下では、少数のスーパーリッチを除

けば、殆どの米国民はこの１２年間でどんどん貧乏になってしまいました。民主党政権の下でこ

の傾向が強くなったのはまた皮肉なことです。

日本でも言えることですが、国民はもはや政党ではなく、候補者個人の主義主張に注目し、

共和党でも民主党でも従来の政策の延長線上にいる候補者達には人気がなくなっています。

また、政党もありますが、政治家の世襲も変化をもたらしません。ブッシュ、クリントンなど聞い

たことのある名前が候補者となり、今までとは全く違う発想力で取り組む人が出づらい状況にある

中で、これだけ健闘しているトランプ候補にたくさんの国民が期待するのもわかるような気がしま

す。８年前にジョン・F・ケネディの再来とも形容されたバラク・オバマ大統領、とりわけ「Change」

（変革）と「Yes, we can.」（私たちはできる、やればでき

る）の２つのフレーズは、国民の期待が膨らみました。世

界のリーダー国として、これからの混迷の時代を引っ張っ

ていって欲しいものです。


